
東京農⼯⼤学総合情報メディアセンターシンポジウム 2015 
設⽴ 30 周年記念シンポジウム 
〜国⽴⼤学法⼈情報系センターの変⾰と潮流〜 

 
 
 東京農⼯⼤学総合情報メデイアセンターは、1967 年に学内措置の電⼦計算機室として産声を上げ、
1985 年に情報処理センターとして正式に発⾜しました。その後、総合情報処理センター（省令施設化）、
さらに 2 分野での研究組織化を進めた総合情報メディアセンターと拡充してまいりました。 
 センター設⽴当初は、インターネット黎明期における JUNET 電⼦メールサービスなどを開始し、メイ
ンフレームやミニスーパーコンピュータとデスクトップ PC の時代へ、さらに UNIX 系サーバと端末で
構成させるサーバークライアント時代、仮想化サーバと Wyse 端末構成など、5 年に⼀度のリプレース
時に常に最先端かつ管理機能の改善やシステムの低廉化と⾼機能化を進めてまいりました。さらに⼤学
全体の IT 化推進についても、Mosaic1.0 の時代にシラバス DB を構築、e-Learning 教育の早期⽴ち上
げ、全国 18 ⼤学多地点制御遠隔講義システムの完全⾃動化、キャンパス建物の電⼒⾒える化など、積極
的に⼤学全体の情報システムの導⼊を進めてまいりました。これらのサービスは、キャンパス情報ネッ
トワークや学術情報ネットワーク SINET などの⾼速インタ-ネット基盤の上に成り⽴っています。そこ
で、本シンポジウムでは、慶應義塾⼤学の村井純先⽣（⽇本のインターネットの⽗）を特別招待講演とし
てお招きして、インターネットの変⾰と潮流をご講演頂きます。 
 また、クラウドサービスの発展には⽬を⾒張るものがあり、特に⾼機能化が著しい個⼈端末の利⽤を
前提にした BYOD(Bring Your Own Device)との連携も⼀つの⽅向であると考え、本学では来年 4 ⽉か
ら BYOD 化を進めます。本シンポジウムでは、センター設⽴ 30 周年を記念して情報系センターの組織
とシステムの変⾰と潮流を概観し、情報系センターのフューチャーイメージとしての⼀つの提案を本学
から発信します。多くのみなさまのご参加をお待ちしております。 
 
〇 ⽇時 2016 年 3 ⽉ 4 ⽇(⾦) 14：00 〜 17:30 
 
〇 会場 東京農⼯⼤学⼩⾦井キャンパス新１号館グリーンホール （受付：13:00〜14:00） 
 
〇 プログラム  

14:00-14:15  
1．開会の挨拶 

東京農⼯⼤学学⻑ 松永 是 
東京農⼯⼤学理事 纐纈 明伯 （副学⻑、学術・研究担当） 
 

14:15-16:10 
２．総合情報メディアセンター講演（タイトル仮題） 

(1）「情報処理センターから総合情報メディアセンターへ〜センターの変⾰と潮流〜」 
(2）「BYOD 時代の電⼦計算機のありかた」 
(3）「全国を結ぶ⾼品位遠隔講義システム」 
(4）「東京農⼯⼤学の e-learning と AIMS」 

 
休憩 20 分 

 
16:30-17:25 

3．30 周年記念特別講演 
「インターネットの変⾰と潮流」（タイトル仮題） 

慶應義塾⼤学環境情報学部⻑ 教授 村井 純 ⽒ 
 

17:25-17:30 
4．閉会の挨拶 

東京農⼯⼤学総合情報メディアセンター⻑ ⾦⼦ 敬⼀ 
 
〇 総合情報メディアセンター設⽴ 30 周年記念祝賀会 17:50〜20:00 
    場所 140 周年記念会館「エリプス」3 階⼤ホール ※会費制  
 
 
〇 参加申込 2016 年 1 ⽉ 6 ⽇以降に、次の Web サイトよりお申し込みください 
 
    http://sympo2015.imc.med.tuat.ac.jp/ 


